
ヲ
カ
ダ
チ
ョ
ウ
エ
モ
ン
岡
田
長
右
衛
門

天
正

中
前
町
利
家
に
越
前
府
中
に
仕
へ

、
験
七
十
石
を
賜

は
り
、
右
鉱
及
び
御
門川
用制
樹容
行
を
勤
め
、
後
侯
に

従
う
て
能
鷲
に
民
た
時
、
間
続
新
川
俊
太
夫
と
容
う

て
一
眼
を
失
う
た
。
町
民
右
衛
門
資
制
白
紙
街
、
最
も
鍔

ヲ
カ
ジ
マ
カ
ツ
ノ
プ
向
島

-
信

辺
都
五
兵
衛
。

仰
巾
一
元
の
四
子
で
、
配
分
知
千
石
を
受
け
、
足
幌

町
・御
間
関
風
波
許
・
御
山
河
組
問
・
御
門
叫
悶
揚
潜
行
に
歴

任
し
、
天
和
三
年
波
し
た
。

ヲ
カ
ジ
マ
カ
ツ
ム
ネ
岡
島

一
宗

泌
総
兵
防
。

一
元
の
次
子
で
、
配
分
知
千
石
を
受
け
、
後
に
三
百

石
を
加
増
せ
ら
れ
た
。
御
馬
廻
頭
・大
小
将
顕
・足
概

蹴
・公
車
場
奉
行
・
御
中
小
路
市
凶
・
奔
借
銀
奉
行
に
歴

任
し
、
在
間
以
五
年
致
仕
し
て
心
貞
と
蹴
し
、
貞
享
一
苅

戸
別
問
。

す
る
。

品凶
升
の
河
川
山
に
あ
っ
て
、
附
紅
の
小
肢
を
を
が
せ
俄

と
い
ふ
と
あ
る
。
制
惚
甑
H

刊
を

μ
ひ
紛
ふ
が
放
に
こ

の
名
が
あ
っ
た
が
、
今
は
爪
隔
制
祉
と
す
る
。

ヲ
カ
ダ
岡
田

珠
洲
郡
正
院
郷
に
闘
す
る
部
務
。

ヲ
カ
ダ
イ
セ
ノ
カ
ξ

岡
田
伊剤師
{寸

長
門
守
の

お
。
初
め
加
際
的
正
に
仕
へ

、
次
い
で
別
問
利
長

の
隠
と
な
っ
て
三
千
依
を
受
け
た
が
、
後
八
俳
肢
と
な

り
、
五
千
石
を
領

L
、
見
永
八
年
波
o
そ
の
子
治
太

夫
加
到
務
に
あ
っ
て
一
家
や
一
創
立
し
た
。

ヲ
カ
ダ
シ
ゲ
モ
ト
岡
田
重
元

初
部
政
良
。
辺

都
話
六
郎
o
詐
回
附
間
以
前
守
義
政
の
子
。
遊
資
二

年
金
仰
に
来
仕
L
、
知
行
八
百
石
を
受
け
、
御
馬
廻

組
に
列
L
、
御
先
的
川
町
よ
り
漸
く
地
ん
で
大
組
一
聞
に

去
り
、
日
子
保
九
年
致
仕
し
て
者
間
部
と
蹴
L
、
限
配
料

三
百
行
を
食
み
、
十
凶
年
六
月
什
九
日
八
十
肢
で
残

し
た

o
E一一ん
与
を
好
み
詩
を
作
り
、
疎
術
軒

・
m
附
明

刺
・
制
"
川
?
と
蹴
L
、
佐川
H

白
に
し
て
武
術
を
能
く
し

た。

ヲ
カ
ジ
マ
キ
ヨ
ヒ
ロ
岡
島
清
畷
子
は
士
阪
。

鋭
は
采
竹
。

金
搬
に
生
ま
れ
京
相川
に
住
み
、
組
山
川川

町
に
慰
ん
で
凶
保
山
引
を
如
い
た。

明
治
十
年
間
目
、
平

年
班
十
様
。

ヲ
カ
ジ
マ
シ
ゲ
ハ
ル
岡
島
霊
治

泌
総
茜
七
郎
。

的
中
一
冗
の
抗
到
で
、
配
分
知
千
石
を
焚
け
、
後
に

五
百
石
を
加
へ

、
御
服
組

-mに
至
っ
た
。
江
文
十
二

年
奴
。ヲ
カ
ジ
マ
タ
ツ
向
島
建

一
玲
は
辺
直
o
h辿総

忠
四
郎
、
蹴
は
石
梁
。
河
野
四
郎
兵
術
直
次
の
仲
子

で
、
組
母
の
氏
を
取
っ
て
悶
烏
に
改
め
た
。
直
次
加

訟
指
仙
の
右
族
伊
際
氏
に
仕
へ

、
長
子
宗
元
は
疾
を
以

て
闘
を
思
び
京
都
に
住
L
、
季
子
直
之
交
の
総
会
裂

い
だ
。
態
、
天
資
最
も
頴
倍
、
弧
記
入
に
超
え
る
を

以
て
、
交
J

ノ
」
世
木
下
順
庵
の
門
に
問
中
ば
し
め
た
。
曲
出

向
に
成
。
、
一
児
称
九
年
七
且
附
踏
の
戒
に
よ
っ
て
加

賀
市
に
仕
へ

、
三」
t
人
扶
持
を
受
け
、
総
永
七
年
六

且
十
日
疾
ん
で
授
、
U
T
年
四
十
四
。
述
、
郡
山
を
能

〈
し
、
叉
詩
賦
に
巧
み
で
あ
っ
た
。

ヲ
カ
ダ
ジ
ダ
ユ
ウ
岡
田
治
太
夫

父
伊
勢
守
は

初
め
加
到
彬
に
山
崎
た
が
、
次
い
で
引
が
府
に
同
車
L
、

治
太
夫
を
金
仰
に
残
し
た
。
是
札
官
以
て
治
太
夫
は
千

武
百
石
を
受
け
、
足
腕
…附
に
任
じ
、
承
限
三
年
に
放

し
た
。
後
子
孫
批
々
相
続
ぐ
。

ヲ
カ
ダ
ス
ケ
Z

モ
ン
岡
田
助
右
衛
門

突
は
長

門
守
。
前
川
利
長
に
仕
へ
て
品
開
千
石
含
受
け
、
円止聴

い州に
任
じ
、
腿
長
十
九
年
十
二

H
同
日
大
坂
城
探
凶

丸
攻
般
に
従
う
て
戦
死
し
た
が
、
子
孫
耐
乏
掃
に
仕

へ
る
。

ヲ
カ
ジ
マ
カ
ツ
モ
ト
岡
島

一
元

一
吉
の
純
男。

遇
税
右
近
・侍
万
左
衛
門
・備
中
。
初
め
前
凶
利
長
に

仕
へ
五
百
石
を
受
け
、
漸
〈
埼
し
て
千
五
百
石
と
な

っ
た
。

利
家
政
笹
原
に
依
っ
て
致
仕
し
、
越
後
の
旧
制

禿
拾
に
仕
へ
て
五
千
石
を
受
け
た
が
、
後
締
結
し
て

大
坂
の
役
に
従
ひ
、
次
い
で
交
の
後
を
間
関
ぎ
、
勝

一

前
千
七
百
五
十
石
を
領
し
て
人
持
組
問
削
と
な

0
、
寛

永
四
年
利
治
そ
の
宅
に
臨
み
、
謁
を
家
直
に
賜
は
っ

た
o
m
E
}
九
年
十
月
二
十
日
夜
、法
制
配
大
凶
宗
龍
厨
士。

ヲ
カ
ジ
マ
カ
ツ
ヨ
シ
岡
島

一
吉

沼
務
事
三
郎
-

m刀
左
衛
門
・
備
中
。
尾
張
の
入
。
十
七
飯
前
回
刺
家

に
越
前
府
中
に
仕
へ
て
百
花
十
石
狩
賜
は
り
、
天
正

九
年
八
百
石
加
脇
。

十
年
命
に
よ
り
佐
々
成
政
を
援

け
て
越
中
の
般
に
功
あ
り
、
二
千
毛
布
加
明
。

十

一
年

仰
ヶ
翻
の
役
に
従
う
て
千
石
を
加
へ

、
十
ご
年
末
森

の
般
に
よ
り
文
二
千
石
を
地
し
、
十
王
年
川
担
臨
努
吉

の
九
州
征
伐
に
、
利
長
に
従
う
て
盟
前
躍
石
城
攻
取

に
先
程
し
た
。
次
い
で
十
入
年
捌
東
役
の
後
四
千
石

宏
明
し
て
的
中
と
改
都
し
、
能
長
五
年
犬
製
品
守
陣
に

千
八
百
石
を
加
へ
、
謀
計
一
一
向
千
七
一白
出
十
石
を
領

し
、
後
大
坂
冬
山
仰
に
利
門
前
に
従
う
て
先
鈴
と
な
り
、

夏
時
に
は
高
間
城
に
留
守
し
た
が
、
元
利
近
年
八
且

六
十

一
訟
を
以
て
放
し
た
。
法
名
を
針
路
元
設
と
都

ヲ
カ
ジ
マ
モ
ト
ナ
リ
岡
島
一冗
篤
一
郎
官
跡
。

辺
都
的
中
・市
郎
兵
衛
。
勝
五
千
石
。
小
松
御
城
諮
・

定
火
消
・寺
制
移
行
・御
奏
者
・公
車
場
奉
行
・出
銀
問中

行
に
隠
任
L
、
正
徳
一川
年
制
限
し
た
。
こ
の
系
は
三
代

の
後
凶
次
郎
一
加
の
時
、
線
三
の
一

ー巾
半
係
十
ご
年

早
刊
し
て
断
絶
し
た
。

ヲ
カ
ジ
マ
ロ
ナ
ノ
ジ
ヨ
ウ
岡
島
六
之
丞

悶
尚

一
元
の
四
回
刀
流
兵
術
一
倍
の
三
男
。
新
知
二
一
白
石
を

受
け
て
内
作
邸
翠
行
と
な
っ
た
が
、
点
事
二
年
江
戸

に
於
い
て
内
作
車
潜
行
ご
百
石
制州
際
左
太
郎
と
位
時

L
、
乱
心
中」
N
H

て
知
行
を
召
政
さ
れ
た
。

ヲ
ガ
セ
J
Z
ヤ

腕
桟
の
官

能
楽
部
附
抽
出
引
に

在
っ
た
。
越
号
到
三
州
志
に
、
を
が
せ
設
は
今
も
市

ヲ
力

数
に
長
じ
、
深
く
伎
のい
担
任
を
受
け
て
、
融
四
千
百

に
及
ん
だ
が
、
後
退
老
し
て
二
千
石
令
交
け
、
元
利

五
年
五
周
波
。
子
孫
裕
に
世
襲
す
る
。

ヲ
カ
ダ
ナ
ガ
サ
ダ
岡
団
長
貞
沼
梅
市
十
郎
・川

部
・伊
右
衛
門
。
ハ
久
五
郎
右
衛
門
の
辿
知
三
百
石
狩
鎚

ぎ
、
元
職
八
年
曾
所
奉
行
よ
り
次
第
に
昇
進
し
て
定

番
加
に
一
t
ふり
、
民
永
五
年
二
百
}仰
を
加
へ

、
草
川
山
九

年
叉
七
百
石
を
加
へ

、
十
ご
年
致
仕
し
て
一
一
叫
と
桝

L
、
十
四
年
正
且
五
日
七
十

一
肢
を
以
て
波
し
た。

ヲ
カ
ダ
ナ
ホ
オ
キ
岡
田
直
起
辺
都
議
左
衛
門
。

政
三
百
去
十
石
。
御
馬
廻
に
邸
し
、
魚
津
町
奉
行
に

任
ぜ
ら
れ
、
卒
保
十
五
年
組
外
番
聞
と
な
っ
た
。
元

文
元
年
八
月
サ
八
日
六
十
七
裁
を
以
て
波
。

ヲ
カ
ダ
ナ
リ
ノ
リ
岡
田
成
窓
辺
勝
は
右
八
郎
-

g
陸。

初
め
新
番
歩
組
に
燃
で
ら
れ
、
明
倫
蛍
品
約
刷

と
な
り
、
天
保
中
訓
践
に
任
じ
、助
教
加
入
に
出
み
、

持
い
で
悦
子
侍
却
と
な
り
、
秩
勝
一
白
石
を
賜
ひ
、
制

外
に
斑
L
、
弘
化
中
南
土
政
翠
行
策
部
物
務
行
と
な

っ
た
。
成
能
叉
脱
硫
と
刷
配
し
て
郭
ら
援
柿
を
描
〈
こ

と
を
好
ん
だ
。
元
治
元
年
間
且
一
日
八
十
訟
を
以
て

夜。
ヲ
カ
h
F

ニ
ジ
ン
ザ
エ
モ
ン
岡
谷
甚
左
衛
門

刷

左
熔
助
八
一白
石
を
領
し
、
そ
の
子
惣
助
W
H
文
訂
作
製

し
、
惣
助
の
子
の
茜
左
衛
門
は
御
服
組
組
に
図
L
、

入
百
石
を
領
し
た
。
一
川
職
十

一
年
制
口
久
太
夫
町
制限

し
た
崎
、
内
存
の
嗣
子
を
他
削
仲
右
衛
門
の
子
椛
三

郎
と
総
め
て
誼
い
た
の
に
、
茜
友
情
削
門
の
子
」J
郎
左

衛
門
は
紘
出
を
作
っ
て
そ
の
お
七
右
術
門
を
そ
れ
に

探
し
た
。
こ
の
革
路
却
し
、
同
年
十
月
七
日
益
段
術

門
は
篠
原
市
一
止
、
十
郎
左
衛
門
は
松
平
治
部
、
七
右

衛
門
は
仲
入
矢
に
御
預
と
な
り
、
イ
ご
年
八
且
六
日

十
郎
左
衛
門
を
刻
曲
、
茜
左
術
門
と
七
右
術
門
と

u
l

切
阪
に
磁
せ
ら
れ
た
。

九
三
三


